























































































































































































































































































































































































































































































































































































































上位群 24 29 1 12 6 20 14 24 13 12 4
中位群 33 11 2 13 12 12 5 15 20 5 4
下位群 27 5 2 10 8 8 4 10 15 0 7
















上位群 16 26 0 9 2 21 10 14 11 12 5
中位群 38 13 3 9 11 18 10 13 20 12 6
下位群 20 2 2 5 5 9 1 9 10 2 1
















第1主成分 .395 .403 .415 .424 .418 .393 4.76 .794















第1主成分 .381 .415 .412 .401 .430 .409 4.50 .749



























































































































自由度調整済み決定係数  .413 .432
***p<0.001,**p<0.01,*p<0.05
表9　2012年度入学者の重回帰分析
1年次学期GPA 第1主成分
標準
偏回帰
係数
男子ダミー －.312** －.401***
入試得点率 －.012 .030
PT国語得点率 .059 .012
PT数学得点率 .141 .206*
高校評定平均 .374*** .307**
高校偏差値 .207 .254*
自由度調整済み決定係数 .277 .350
***p<0.001,**p<0.01,*p<0.05
79東北公益文科大学におけるGPAの分析 II
「性別」「高校評定平均」「高校偏差値」であると言える。これらの標準偏回帰
係数は、1年次前期GPAと第1主成分ではあまり差がない。2章で述べたよう
に第1主成分は、3年次終了時の累積GPAとほぼ同等であり、高校までの学力
が、大学1年次だけでなく、卒業までの4年間の成績に影響することを示して
いる。
４　まとめ
　はじめに、1年次前期から3年次後期までの学期GPAのデータを用いた階層
クラスタ分析によって「上位群」「中位群」「下位群」の3つのグループに分け
ることができた。学期GPAの平均は上位群、中位群、下位群の順に高く、そ
の順序のまま1年次前期から4年次後期まで推移していた。履修登録単位数や
単位修得率にもグループによる特徴が見られた。上位群はどの学期も単位修得
率がほぼ100%であり、卒業に必要な単位を3年次終了までにほぼそろえるこ
とができるため、就職活動や卒業論文に余裕を持って取り組めるだろう。一方、
下位群は単位修得率が低く、4年次になっても多くの科目を履修しなくてはな
らない。
　次に、同じ学期GPAのデータで主成分分析を行った。第1主成分は寄与率が
70%以上であり、3年次終了時の累積GPAとほぼ同等だった。階層クラスタ分
析の3つのグループは第1主成分の値でほぼ分類されるため、累積GPAの値で
単純にグループを分けても大差ないと考えられる。
　最後に、1年次前期GPAまたは第1主成分を目的変数とし、大学入学前と入
学直後に得られた指標を説明変数として重回帰分析を行った。結果として、
GPAを規定する要因として大きいのは「性別」「高校評定平均」「高校偏差値」
であることが分かった。女子ほどGPAが高く、高校評定平均と高校偏差値が
高い学生ほどGPAが高くなる傾向にある。他大学でも、高校評定平均とGPA
との相関が報告されており[3][5]、非線形の相関も示唆されている[6]。一方、
入試得点率の影響は、2011年度入学者と2012年度入学者で有意さが全く異な
っていたため、入試結果からGPAを予想するのは難しいと考えられる。
　重回帰分析における自由度調整済み決定係数は0.277～0.432であり、そこま
で高いわけではない。前田[7]は、授業に対する取り組み姿勢がGPAに大きく
80
影響していると述べている。大学における成績は、高校までに培った学力の影
響が大きいが、大学入学後の努力によって伸ばせる余地は十分にある。
　本学では2014年度よりコースとカリキュラムが大幅に変更となったため、
本分析結果が2014年度以降の入学者に対してそのままあてはまるわけではな
いが、同じ手法による分析は可能であると思われる。
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